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ノート 
Ewers 改良法によるでん粉定量に関する考察 

  
出 来 三 男※  早 野 弘 道※  入 江 隆 夫※ 

 

 

１．緒   言 

 関税率表第 1101号と第 1102号、および第 2307号

に該当する物品のうち、小麦粉とその生産品の分類規

準を澱粉と灰分の含有量、並びに粒度とすることにつ

いて、関税協力理事会第 18回品目委員会において討議

され、さらに第 19回品目委員会では、この規準を他の

穀物産品に適用するか否かについて論議され、引続い

て、この問題は第 14回の化学者委員会において討議さ

れた。この規準において、澱粉値はEwers法１）による

こととなつている。しかし、Ewers改良法では、試料

調整や測定時の温度の影響については何も述べられて

いない。この報告においては、これらの諸点について

検討し、二、三の知見を得たので報告する。 

２．実験方法 

 ２．１ 試  薬 

 1.128％塩酸．この塩酸 10mlは 0.1N水酸化ナトリ

ウム溶液 30.94mlを消費するように調製する。指示薬

はメチルレツドを使用する。 

 25％塩酸、比重 1.126 

 4％燐タングステン酸ソーダ水溶液 

 40％硫酸亜鉛水溶液、10％フエロシアン化カリウム

水溶液 

 ２．２ 装  置 

 シュミツトヘンシユ偏光計（糖度目盛を付けたもの） 

 ２．３ でん粉定量法 

※
 大蔵省関税中央分析所 千葉県松戸市岩瀬 531 

  
 ２．３．１ Ewers改良法 

 a) 細粉した試料 2.5g を三角フラスコにとり、

1.128％塩酸 25mlを加え、よく混合し、さらに同塩酸

25mlを加える。これを沸とう浴中で 15分間加熱後水

30mlを加え 20℃まで冷却する。除蛋白剤として 40％

硫酸亜鉛水溶液 5mlと 10％フエリシアン化カリウム

水溶液 5mlを順次加へる。除蛋白剤として 4％燐タン

グステン酸ソーダ水溶液を用いてもよい。つぎに、こ

れを 100ml容メスフラスコに移しいれ水で 100mlに

定容する。ロ過し、透明ロ液は 200mm観測管を用い

て糖度(S)或いは偏光度(P)を測定する｡ 

 b) 別に試料 12.5g を 250ml 容メスフラスコにと

り、水約 200mlを加えて時々攪拌しながら 1時間室

温で抽出する。250mlに定容した後ロ過し、そのロ液

50ml を三角フラスコにとり、a)の方法で処理して糖

度( s')或いは偏光度(P')を測定する。 

 これらの測定値を用いて、次式により澱粉値を求める。 

 

 

 

 

 

 
 但し αＤ＝182.7、N＝26.0とする。 

 ２．３．２ Pucher法２） 

 ２．３．３ 塩酸分解法３） 
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３．結果と考察 

 ３．１ 澱粉価について 

 装置や観測管の長さなどが一定な場合、光学的活性

物質の旋光度は溶質の濃度に比例するので、活性物質

を容易に定量することができる。しかし、施光度は温

度に著しく左右されることから測定条件を厳密に規定

しなければならない。砂糖の糖度測定法のように厳密

な条件下での定量は、極めて高い精度を示す。 

 澱粉の旋光度法による定量は、AOAC４）に標準法と

して採用されている。この方法は澱粉を塩化カルシウム

で抽出し、これを偏光計で測定して澱紛価を求めている。 

 Ewers 法においては、試料中の澱粉以外の活性物質を

予め求め、全活性物質の合量から遊離の活性物質の量を差

引いて澱粉価としている点でAOAC法に優っているが、

澱粉などのように、ヘミセルロースやペントザンなどを含

むものでは、これらの活性物質は澱粉として加算されるこ

とになり、必ずしも澱粉の価を示しているとは 

 いえない。そこで、従来粗澱粉の定量として使用され

ている酸分解法や沃度澱粉複合体を分離して定量する

Pueher法による値と比較した。 

 
 Table 1 は小麦枌および小麦ふすまの澱粉価をそれ

ぞれの方法で定量した結果を比較したものである。酸

分解法では、試料を加水分解後全還元糖を定量し、こ

れに 0.9 を乗じて求めたもので、遊離に存在する還元

糖のすべてが澱粉として加算されるのでいずれも高い

値を示している｡他方Pucher法による値は一般に低い

澱粉価を示している。これは、沃度澱粉複合体の処理

過程における損失に起因するのか明らかでないが、

Pueher 法では沃度により真の澱粉のみを捕捉して定量

することから、この値は真の澱粉価に近いものと推定でき

る。Ewers法による値は、前二者の中間に位いしており、

三種の方法により一致した澱粉価は得られなかった。 

 

Table 1.  Comparison of starch value obtained by several method 
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 ３．２ 温度補正について 

 前述したように、旋光度は温度の影響を著しく受け

るので、観測は 20℃で行なわねばならない。しかし、

実際20℃の恒温室で試料調製や観測を行なうには色々

困難が伴うので、20℃以外で観測した場合の補正式を

求めるため小麦ふすまを用いて種々の温度における測

定値の変動をしらべた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1. 

 Influence of temperature for polarization 

 Sample are used 1 g of wheat flour. 

 The data are indicated difference of 

 polarization from standard temperature 

 at20℃.  Sample are Prepared at20℃. 

 

 

 F i g1に示したように、測定温度が低いと糖度（偏

光度）は高い値を示し測定温度と施光度の間に直線関

係がなりたつ。この 直線関係から測定温度が 20℃よ

りずれた場合の補正式は次のような簡単な式で表わさ

れることを知つた。 

 

   St20＝Sa－0.02(20-ta) 

   但し、St20＝20℃に補正した糖度 

      Sa＝測定糖度 

      ta＝測定温度 

  また、試料調製温度は 20℃でなければならないが、

実際には室温で調製する場合が多い。試料調製温度が

20℃をずれると測定値に影響することは Fig 2からも

明らかである。この影響は、測定温度による影響と逆

の傾向を示すが、 試料調製温度と糖度の間には直線関

係がみられる。 

 
 ３．３ 再現性について 

 施光度は観測管の半円視野の色調が一致する点を肉

眼で求めているため測定者による誤差は避けられな

い。また、澱粉を溶解する酸の濃度が変わると測定値

がバラツクことも考えられる。例へば塩化カルシウム

を抽出溶剤としているAOAC法では塩化カルシウムの

濃度変化が測定値に大きく響くことを知つている。そ

こで、澱粉含有量の高い小麦粉と澱粉含量の低い小麦

ふすま類について測定値の再現性をしらべた。各々の

測定値は 5回の平均値である。 

 Table 2に示したように、測定値の平均値の標準偏差

は約 0.35から 0.41であり再現性はかなりよいことを

知った。 

４．総   括 

 Ewers改良法による澱粉定量法について検討し、つ

ぎのような緒論を得た。 

 １．従来澱粉の定量法として行なわれている酸分解

法および Puoher 法と比較した結果、澱粉価は一致し

なかつた。 

 ２．20℃以外の温度で測定した場合の補正式を次の

ように定めた。 

      St20＝Sa－0.02(20-Ta) 

 ３．測定値の再現性は良好であり、測定平均値の標

準偏差は 0.101であった。 
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Temperature of Sample Preparation (℃) 

    Figure 2.  Variation of palarization by temperature of preparation 

    of sample 

    Analytical condeitions are same as in Figure 1. 

    Polarization are measured at 20℃. 
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      Table 2.  Reproducibility of starch values obtained by the method 

           of modified Ewers. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       The data were taken average of five measured. 
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